
５ 病害虫診断依頼結果
月日 作物名 発生場所 症状等 診断結果

23.4.8 トマト 宇都宮市鐺山 葉裏に黒いかび。 すすかび病
23.4.6 いちご 壬生町七ツ石 株枯れ症状。 炭疽病

23.4.8 トマト 那珂川町久那瀬
葉枯れ部位に灰色をしたカビが生え
ている。

不明

23.4.19 トマト 那珂川町久那瀬

症状：葉枯れ部位にカビが生えてい
る。２月頃から見られたが、４月に
入って増えてきた。現在はハウス全
体で見られる。トマトの中段から下
に見える。防除はｹﾞｯﾀｰ、ﾛﾌﾞﾗｰﾙ､ｾｲ
ﾋﾞｱｰ散布。

ＴｏＣＶには感染していない（本人によ
るとＭｇ欠の可能性有り）。
葉枯部位のカビは雑菌だと考えられる。

23.5.2 水稲（苗）  茂木町木幡

コシヒカリ苗で500円玉位のスポット
で黄化・立ち枯れ
タチガレン液剤、ダコニ―ル1000、ﾃ
ｸﾘｰﾄﾞＣ使用。播種後２週間ぐらいは
シートで保温（夜間）。

ピシウム菌による苗立枯病
（卵胞子確認）

23.5.2 水稲（苗） 宇都宮市水稲農家

ヒメノモチの苗が黄化、激しいもの
は坪状に枯れている。籾の回りに紅
色と白色のかび。
床土未消毒

フザリウム菌による苗立枯病

23.5.11 ニンニク 那須町 ストライプ上の黄化症状
青森県防除所に写真送付確認。ＬＹＳＶ
（リーキ黄色条斑ウイルス）

23.5.17 りんご
塩谷南那須農業振興
事務所管内

4月に仕掛けたスモモヒメシンクイ
フェロモントラップにハマキガ科の
小蛾がかかった。

PCRと外部形態の検討から、スモモヒメシ
ンクイではない他のハマキガ科と考えら
れる。

23.5.23 きく 塩谷町、那珂川町 ウイルス病罹病株診断19サンプル 4サンプルでCSNV陽性

23.6.2 りんご
塩谷南那須農業振興
事務所管内

5月に仕掛けたスモモヒメシンクイ
フェロモントラップにハマキガ科の
小蛾がかかった。

3～4種のハマキガ科が誘殺されていた
が、後翅形状とPCRの診断結果から、2頭
をスモモヒメシンクイと同定。

23.6.3 りんご
那須農業振興事務所
管内

5月に仕掛けたスモモヒメシンクイ
フェロモントラップにハマキガ科の
小蛾がかかった。

ハマキガ科の一種が誘殺されていたが、
スモモヒメシンクイは見出されず。

23.6.3 サカキ 芳賀町
数年前からサカキの1部の葉が白く
（一部黒っぽく）変色。少しずつと
なりの木にも広がっている様子。

虫体は見出されなかったものの、葉一面
に広がる食害痕と、文献記録からクロト
ンアザミウマと断定。黒っぽくなるのは
コナジラミとカイガラムシに由来するス
スと思われる。

23.6.14 リンゴ
塩谷南那須農業振興
事務所管内

幼果の褐変症状
フザリウム菌大型分生子確認によりリン
ゴ果こう腐病と判断。

23.6.13 水稲（苗）
安足農業振興事務所
管内

徒長、黄化苗、苗箱全体で20～30本/
箱発生。種子はＪＡから購入、未消
毒。

ＰＤＡ培地上に形成された胞子によりア
ルタナリア属の菌と判断。

23.7.4 トマト
河内農業振興事務所
管内

茎葉等に褐色えそ症状がみられる。
ＰＤＡ培地上に形成された胞子によりア
ルタナリア属菌分生子が検鏡され、アル
タナーリア茎枯病と判断。

23.7.25 きく 真岡市
根、地際部が褐変し、株が萎凋す
る。

褐変部位からフザリウムの大型分生子を
確認し、萎凋病と診断。

23.8.1 きく 塩谷町 茎えそ、葉の黄化症状。
RT-PCR法による検定結果から、９サンプ
ル中２サンプルで茎えそ病（ＣＳＮＶ）
感染を確認

23.8.31 トマト 宇都宮市 葉先の枯れ込み
イムノストリップによる診断結果からか
いよう病と判断

23.8.22 りんご
塩谷南那須農業振興
事務所管内

スモモヒメトラップに２個体のシン
クイが飛び込む

顕鏡の結果２頭ともスモモヒメシンクイ
であった

23.9.1 なし 佐野市村上町

昨年、果樹カメムシ類は見なかった
のに「あきづき」でカメムシ害が目
立った。下草にカメムシがたくさん
いた。

写真から、ホシハラビロヘリカメムシと
同定。くずなどマメ科に多い種だが、ご
く稀に果樹（かき、なし、みかんなど）
を加害することがある。

23.9.28 トルコキキョウ 小山市思川
トルコキキョウ葉巻病を呈する株２
品種の持込み。

ＰＣＲ法による診断結果から２品種とも
陽性。

23.10.26
きく、ミヤ
コワスレ

市貝町（きく）、益
子町（ミヤコワス
レ）

茎えそ、葉の黄化症状（きく）、葉
の黄化症状（ミヤコワスレ）

ＰＣＲ法による診断結果からきくで茎え
そ病（ＣＳＮＶ）陽性反応。

23.11.7 トマト 那珂川町久那瀬
葉に黒い点々ができている。アザミ
ウマではないか？

肉眼でアザミウマがいることを確認。

23.11.14 トマト （青森県） ＴｏＭＶ新系統に関する問い合わせ
栃木県内での発生状況を回答。
発生品種：マイロック、麗容
県内各地で発生拡大傾向

23.12.5 トマト 栃木市、小山市

①葉のえそ症状・黄化症状によるＴ
ｏＭＶ新系統感染の疑い。②麗容に
おける葉かび病の発生。③除草剤の
影響による葉先枯れの疑い。

①イムノストリップ診断により２サンプ
ルとも陰性。②検鏡により２サンプルと
もすすかび病。③症状からは除草剤によ
る影響かは不明。

23.12.16 キュウリ 那珂川町久那瀬
葉にわずかな黄化症状（品種はイン
パクトＣ、台木はパワーゼット、10
月10日定植）

ＰＣＲ法による診断結果からキュウリ退
緑黄化病陽性

23.12.20 トルコギキョウ
下都賀農業振興事務
所管内

２品種のサンプルが持ち込まれ、ど
ちらも葉脈が隆起している

ＰＣＲ法による診断結果から、ボヤー
ジュグリーンは陰性、セレブプリンセス
は陽性


